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 変動係数(CV：Coefficient of Variance)
 労働生産性(LP：Labor Productivity)
 産業立地特性指数（IIL：Index of Industrial Location）
 地域産業構造転換指数（ICRIS：Index for Conversion of Regional Industrial
Structure）


























































































日常生活に関わりの深いものに絞り、 家計、 生活時間、 教育、 老若男女共同参









































































































































































































































































































Preliminary Comparisons of Japanese & USA Governments Policies and Programs
to Support Innovation Research at Small & medium Enterprise(SME)
Dr. Sara B. Nerlove (SBIR Program Manager, NSF)
Dr. George J. O'Neill (Independent Consultant to SBIR Program)
○ 海外出張
・4/2-5 佐藤所長(オマーン王国)
・4/5-11 権田３調客員総括研究官(米国)
・4/6-14 柿崎３調主任研究官(独、仏)
・4/7-19 平澤２研総括主任研究官(米国)
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・4/9-19 藤垣２研主任研究官(オランダ)
・4/10-18 植田企画課長(米国)
目次へ
ツツジが咲いて、木々の緑が色濃くなりはじめ、街は初夏の装いです。
政策研では、最近は大学以外の民間企業、国立試験研究機関の方々にも客員研究官として参加して頂
き、新しい視点で主体的に調査研究を進めて頂いております。
こうした新しい視点を加えた調査研究がまとまりつつあり、そのうちいくつかの所内セミナーを実施し
ました。報告書になりましたら早い内にご紹介したいと思います。
さて今月号は、近年重要視されているという科学技術と地域経済との関連についての研究レポート、及
び将来ニーズを展望した科学技術の重要課題を経済的・社会的側面等をふまえて検討したレポートをご
紹介します。さらに日頃なじみのうすいオマーン王国から講演の招待があり、佐藤所長が訪問した際の
記録もお読み下さい。
トップへ
編集後記
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